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編集後記

　現
在
、
本
学
に
お
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
大
学
改
革
の
方
向
に
つ
い
て
、

私
は
「
外
に
向
か
う
」
姿
勢
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ま
行

わ
れ
て
い
る
議
論
は
、
大
学
全
入
時

代
を
迎
え
、
日
々
変
化
し
て
い
る
社

会
の
要
請
に
応
え
る
た
め
学
科
を
再

編
し
て
、
生
徒
・
保
護
者
や
高
校
教

員
か
ら
見
て
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
形

に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
と

い
う
内
部
変
革
に
重
き
が
置
か
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　「外
に
向
か
う
」
と
い
う
視
点
か

ら
二
つ
触
れ
て
み
ま
す
。
第
一
は
、

日
本
が
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て

い
る
中
で
本
学
が
存
続
発
展
す
る

道
は
、
社
会
に
対
し
て
本
学
の
機

能
を
積
極
的
に
発
信
し
、
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
私
が
縁
あ
っ

て
本
学
に
奉
職
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
約
八
年
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
の
間
、
大
学
の
公
開
講
座
を
は

じ
め
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
多

く
の
人
と
接
し
て
き
ま
し
た
し
、

宮
城
県
や
仙
台
市
の
公
的
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
も
務
め
て
き
ま
し
た
。

関
西
か
ら
突
然
や
っ
て
き
た
私
に
、

大
学
の
名
に
お
い
て
よ
く
こ
こ
ま

で
社
会
貢
献
の
機
会
が
与
え
ら
れ

た
も
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　本
学
の
各
学
科
は
、
時
代
が
必

要
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
有

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
磨
き
、

積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
、
大

学
の
存
在
意
義
を
社
会
に
認
め
て

も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　第
二
は
、
学
問
の
世
界
だ
け
で

な
く
、
学
生
が
卒
業
後
に
接
す
る

で
あ
ろ
う
実
業
界
と
の
接
点
を

も
っ
と
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
世
の
中
の
動
き
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
い
ま
社
会
が
必
要
と
す
る

教
育
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、
ま
た
、
そ
こ
で
得
た
人
脈

に
よ
っ
て
就
職
先
の
開
拓
に
つ
な

ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　二
〇
〇
七
年
に
、
イ
タ
リ
ア
・
フ

ラ
ン
ス
研
修
旅
行
に
四
十
五
名
の
学

生
を
率
い
て
浅
野
浩
子
先
生
と
共
に

参
加
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
最
も
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
本

学
の
原
点
と
も
い
え
る
シ
ャ
ル
ト
ル

大
聖
堂
と
修
道
院
を
訪
問
し
た
こ
と

で
す
。
そ
こ
か
ら
若
い
修
道
女
た
ち

が
は
る
ば
る
日
本
を
訪
れ
て
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
教
え
と
慈
善
と
教
育
を
伝

え
て
く
れ
た
こ
と
が
本
学
の
今
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
感
慨
を
覚
え

ま
し
た
。

　も
と
も
と
仙
台
白
百
合
女
子
大
学

は
、
外
に
出
て
社
会
貢
献
す
る
と
い

う
D
N
A
を
持
っ
て
生
れ
て
い
ま
す
。

本
学
の
改
革
に
お
い
て
は
、
そ
の

D
N
A
を
活
か
す
方
向
で
進
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

編集後記
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■かつての学園紛争を映す放送を観ていたら「誇れる大学を」というプラカードが見え、ふ

と考えた。何が大学の誇りとなるのだろうか。■真理の探求の場であるべきことは、基本の

基本であり論をまたず明らかだが、誇るべきものが大学間で差異があるのは当然で、無いも

のねだりは論外。むしろその大学にしかあり得ないもので、過去と未来そして現在の学生た

ちが共有できるもの、それこそが誇りとなろう。■では本学にしかないものは何か。教育と

保護を必要とする弱い立場の人々への援助、またその精神を継ぐ後継者（修道者と限らない

が）の育成に献身してきた設立母体の精神、またそれらが生み出すキャンパスの雰囲気では

ないだろうか。■この原稿を書いているのは大学祭が終わった直後。学外から訪れた人々は、

はたしてこのキャンパスに本学の誇りを感じとってくれただろうか。　　　　　（宮崎 正美）

●ご協力ありがとうございました●

仙台白百合学園
〒981-3205　仙台市泉区紫山1丁目2番1号

TEL：022-777-5777

仙台白百合女子大学・短期大学同窓会
〒981-3107　仙台市泉区本田町6番1号

TEL：022-372-3595

みやぎインターカレッジコープ
仙台白百合女子大店

TEL：022-771-2391

社会福祉法人 仙台白百合会
〒981-3107　仙台市泉区本田町20番15号

TEL：022-218-3008
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●詳細については募集要項にて確認してください。

問い合わせ先　仙台白百合女子大学　入試広報課
〒981-3107　宮城県仙台市泉区本田町6番1号　TEL 022-374-5014（直通）　　FAX 022-374-5019
URL http://sendai-shirayuri.ac.jp　　E-mail nyushi@sendai-shirayuri.ac.jp

人間学部
　　人間発達学科　総合福祉学科　健康栄養学科　国際教養学科

一般入学試験概要

試験日出願期間区　分 合格発表日 会　場

1月6日（木）～1月21日（金）
当日消印有効

2月16日（水）～2月24日（木）
当日消印有効

2月5日（土）

3月3日（木）

2月14日（月）
本学

盛岡（ホテル東日本）

本学3月9日（水）

一般入試
A日程

一般入試
B日程

大
学
広
報
室
長

　
　
　
　

遊
佐 

重
樹

　二
〇
一
〇
年
四
月
よ
り
大
学
広
報
室
室
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　大
学
は
今
や
積
極
的
に
発
信
す
る
時
代
を
迎
え
て
お
り
、「
タ
イ
ム
リ
ー
で
効
果

的
な
広
報
」
を
念
頭
に
、
新
し
い
広
報
室
を
目
指
し
て
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　新
年
度
は
、
ま
ず
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
を
皮
切
り
に
、
リ
ス
ブ
ラ
ン
発
行
、

本
学
紹
介
D
V
D
制
作
、
公
開
講
座
、
オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
講
座
と
従
来
の
企
画
に

新
し
さ
を
盛
り
込
み
つ
つ
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
J
R
仙
台
駅
や
地
下

鉄
泉
中
央
駅
の
看
板
な
ど
、
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
広
告
を
一
新
し
ま
し
た
。

　一
方
、
新
広
報
室
と
し
て
、
大
学
と
高
校
の
連
携
に
も
力
を
入
れ
、
特
に
姉
妹

校
と
の
連
携
強
化
を
め
ざ
し
、互
い
の
行
事
に
参
加
し
た
り
、高
校
生
を
対
象
に「
介

護
体
験
教
室
」
を
実
施
す
る
な
ど
具
体
的
な
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　そ
の
他
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
広
報
活
動
と
し
て
は
、
仙
台
シ
テ
ィ
F
M
で
大
学
の

C
M
、
宮
城
テ
レ
ビ
「
ズ
ー
ム
イ
ン
!!
S
U
P
E
R
」
で
は
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
や

学
科
紹
介
が
放
送
さ
れ
、
そ
の
効
果
・
反
響
は
予
想
を
上
回
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
後
も
広
報
室
と
し
て
学
内
イ
ベ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
行
事
に
も
参
加

す
る
な
ど
多
様
な
企
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
単
に
宣
伝
・
広
報
に
と
ど
ま
ら
ず
、

大
学
を
代
表
し
て
広
く
発
信
し
て
い
く
気
概
を
も
っ
て
臨
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ
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看
板
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　大
学
広
報
室
で
は
、
JR
仙
台
駅
二
階
北
側
柱
面
と
地
下
鉄
泉
中
央

駅
ホ
ー
ム
の
看
板
の
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
ま
し
た
。
写
真
は
こ
れ
ま
で

校
舎
の
風
景
で
し
た
が
、人
物
に
変
更
し
、イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
ま
し
た
。

国
際
教
養
学
科
三
年
生
の
金
田
彩
奈
さ
ん
に
モ
デ
ル
を
お
願
い
し
、

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
自
分
を
見
つ
め
る
、
未
来
を
見
つ
め
る
」
と
し

ま
し
た
。
仙
台
駅
の
看
板
は
照
明
を
L
E
D
に
切
り
換
え
ま
し
た
の
で
、

明
る
さ
も
か
な
り
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　ど
ち
ら
も
、
関
係
者
の
多
大
な
協
力
に
よ
り
、
素
晴
ら
し
い
出
来
映

え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
学

マ
ニ
ラ
校
（
S
P
U
M
）
か
ら
三
十
人
が
訪
問
」

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長

　矢
口

　洋
生

　昨
年
に
続
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
姉
妹
校
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
学
マ
ニ
ラ
校
か
ら
日
本

研
修
ツ
ア
ー
の
一
行
が
、
十
月
十
九
日
（
火
）
か
ら
十
月
二
十
五
日
（
月
）
ま
で
仙
台
を

訪
れ
ま
し
た
。
今
回
来
た
の
は
、
看
護
学
科
の
学
生
二
十
八
人
と
教
員
二
人
、
合
わ
せ
て

三
十
名
の
一
団
で
し
た
。
学
生
は
一
人
を
除
い
て
全
員
が
四
年
生
、
ほ
と
ん
ど
が
二
十
歳

前
後
で
し
た
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
教
育
制
度
で
は
大
学
は
十
六
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
で
す
。）

教
員
は
看
護
学
科
の
教
授
二
人
で
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
「
チ
ェ
ン
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
て
い
た
方
は
学
科
長
で
し
た
。

　日
本
入
り
し
た
の
は
十
月
十
六
日
（
土
）、
十
七
日
に
都
内
観
光
、
十
八
日
に
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を
楽
し
ん
だ
後
の
十
九
日
仙
台
入
り
し
ま
し
た
。
看
護
学
科
の
学
生
を
対

象
と
し
た
ツ
ア
ー
な
の
で
、
仙
台
で
は
日
本
の
医
療
現
場
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
月
二
十
日
（
水
）
は
光
ヶ
丘
ス
ペ
ル
マ
ン
病
院
を
訪
問
し
、
先
進
的
な
ホ
ス
ピ
ス
の
現

状
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
十
一
日
（
木
）
は
カ
リ
タ
ス
の
丘
を
訪
問
し
、
日
本

の
老
人
介
護
に
つ
い
て
見
聞
し
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
平
均
年
齢
が
若
く
、
医
療
対
象

者
も
若
年
層
が
圧
倒
的
だ
と
の
こ
と
で
、
二
つ
の
国
の
違
い
が
鮮
明
に
印
象
に
残
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
二
十
二
日
（
金
）
は
予
定
さ
れ
て
い
た
病
院
訪
問
が
、
急
遽
キ
ャ
ン
セ
ル

と
な
っ
た
の
で
す
が
、
午
後
か
ら
健
康
栄
養
学
科
の
石
出
教
授
が
日
本
の
医
療
の
現
状
に

つ
い
て
英
語
で
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
点
に
明
快
に
答

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
勉
強
ば
か
り
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

半
日
は
学
び
ま
し
た
が
、
残
り
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
仙
台
市
内
の
主
な

観
光
名
所
は
、「
る
ー
ぷ
る
」を
乗
り
継
い
で
訪
れ
ま
し
た
。松
島
観
光
に
も
出
か
け
ま
し
た
。

　今
回
の
目
玉
と
し
て
、
日
本
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
と
い
う
体
験
を
取
り
入
れ

て
み
ま
し
た
。
総
合
福
祉
学
科
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
、
過
去
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
学
生
の
ご
家
庭
を
中
心
に
、
教
職
員
を
含
め
て
た
く
さ
ん

の
方
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
け
入
れ
側
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
側
も
、
当
初
は

か
な
り
緊
張
し
た
も
よ
う
で
す
が
、
終
了
し
て
み
る
と
得
難
い
貴
重
で
楽
し
い
体
験
だ
っ

た
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
真
の
国
際
交
流
は
、
人
と
人
と
が
じ
か
に

触
れ
合
う
こ
と
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。「
じ
か
の
触
れ
合
い
」
が
多
か
っ
た
こ
と
が
今
回
の

成
果
の
ひ
と
つ
で
す
し
、
ま
た
、
両
国
民
に
と
っ
て
の
宝
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ミ
ヤ
ギ
テ
レ
ビ
『
ズ
ー
ム
イ
ン
！！
S
U
P
E
R
』

『
大
学
生
に
ズ
ー
ム
イ
ン
！
』
で
学
生
を
紹
介

　ミ
ヤ
ギ
テ
レ
ビ
開
局
四
十
周
年
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
『
ズ
ー

ム
イ
ン
！！
S
U
P
E
R
』
の
ロ
ー
カ
ル
コ
ー
ナ
ー
『
大
学
生
に
ズ
ー
ム

イ
ン
！
』
で
、
七
月
十
九
日
（
月
）
か
ら
八
月
二
十
三
日
（
月
）
ま
で

二
十
六
回
に
渡
り
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
等
で
活
躍
す
る
本
学
の
学
生

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　放
送
さ
れ
た
日
程
は
下
記
の
通
り
で
す
。

S
P
U
M
来
学

Report

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

Report

地下鉄泉中央駅

JR仙台駅

放送日 紹介団体
7 月 19 日（月） Ｇアナサークル

7月 20日（火） ルネックス（環境サークル）（１）

7月 21日（水） リスブラン・トーンチャイム・ハーモニー（１）

7月 22日（木） SPC白百合クラブ（１）

7月 23日（金） 健康栄養学科管理栄養専攻３年生（１）

7月 26日（月） 白百合開発援助研究会（SDA）

7月 27日（火） ルネックス（環境サークル）（２）

7月 28日（水） バスケットボール部（１）

7月 29日（木） 健康栄養学科

7月 30日（金） 吹奏楽部

8月 2日（月） スイーツ・アラカルト

8月 3日（火） チアーズ★

8月 4日（水） 茶道部

放送日 紹介団体
8 月 5日（木） 農楽部

8月 6日（金） 人間発達学科４年生

8月 9日（月） リスブラン・トーンチャイム・ハーモニー（2）

8月 10日（火） ルネックス（環境サークル）（３）

8月 11日（水） 軽音楽部

8月 12日（木） 総合福祉学科２年生

8月 13日（金） 健康栄養学科管理栄養専攻３年生（２）

8月 16日（月） SPC白百合クラブ（２）

8月 17日（火） 聖歌隊

8月 18日（水） 国際教養学科

8月 19日（木） Puente（手話・点字）

8月 20日（金） バスケットボール部（２）

8月 23日（月） 白百合祭実行委員会
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ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
紹
介

Report

行
事
報
告

Report

総合福祉学科講師　吉田　輝美

〇
〇
九
年
度
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
大

学
連
盟
よ
り
学
術
奨
励
金
「
研
究

助
成
」
を
い
た
だ
き
、
私
た
ち
「
高
齢
者

人
権
福
祉
の
実
践
探
求
グ
ル
ー
プ
」は
、「
高

齢
者
介
護
に
従
事
す
る
老
人
福
祉
施
設
職

員
の
人
権
調
整
基
準
に
関
す
る
研
究
」
を

行
い
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
職
員
と

利
用
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　昨
今
、
厳
し
い
労
働
環
境
と
そ
の
処
遇

を
事
由
に
介
護
職
を
目
指
す
者
の
激
減
の

最
中
、
介
護
職
員
が
意
欲
的
な
介
護
実
践

を
行
う
た
め
の
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
機
能

に
よ
る
教
育
及
び
サ
ポ
ー
ト
の
重
要
性
を

明
ら
か
に
し
、
増
え
続
け
る
要
介
護
高
齢

者
に
対
す
る
介
護
の
質
の
確
保
の
た
め
に
、

当
然
あ
る
べ
き
高
齢
者
へ
の
人
権
保
障
の

力
点
を
高
め
、
職
員
の
意
識
・
意
欲
低
下

を
防
ぐ
施
設
内
職
員
研
修
の
あ
り
方
に
つ

い
て
報
告
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

白百合祭「姫祭♡2010」を終えて

白百合祭実行委員長
　　　　　　　　高橋　絵里奈

研究活動報告

学生会役員　尾形　麻衣子

学生球技大会

月
二
十
五
日
に
球
技
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。種
目
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

で
す
。こ
の
日
の
為
に
実
行
委
員
の
学
生
会

役
員
と
行
事
運
営
委
員
で
夏
休
み
前
か
ら

話
し
合
い
を
重
ね
、初
め
て
の
行
事
に
試
行

錯
誤
の
毎
日
で
し
た
。手
探
り
状
態
の
中
で
、

参
加
者
を
募
り
、具
体
的
な
計
画
を
組
み
立

て
て
い
き
ま
し
た
。当
日
は
、各
学
年
・
学

科
・
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク

ル
か
ら
沢
山
の
学
生

に
参
加
し
て
頂
い
た

事
で
盛
会
が
期
待
出

来
る
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。初
戦
か
ら
回
を
重

ね
る
毎
に
白
熱
し
て

い
き
決
勝
戦
の
盛
り

上
が
り
は
予
想
を
越
え
る
試
合
で
、実
行
委

員
と
し
て
も
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。そ

し
て
、「
楽
し
か
っ
た
。」と
い
う
類
の
多
く

の
声
が
聞
け
ま
し
た
。御
協
力
頂
い
た
全
て

の
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
報
告

と
致
し
ま
す
。ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

九

人間発達学科教授　槇石　多希子

サバティカル報告
　　　イギリスの地方都市・ノッティンガムへ

っ
た
ら
、
マ
マ
が
自
分
で
留
学
す

れ
ば
」

　初
め
て
イ
ギ
リ
ス
を
旅
し
た
折
に
、
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
あ
る
美
し
い
カ
レ
ッ
ジ
群

の
前
で
夢
物
語
を
彼
ら
に
託
し
た
際
の
、
小

二
の
息
子
の
セ
リ
フ
で
あ
る
。
今
回
サ
バ

テ
ィ
カ
ル
の
機
会
を
得
て
イ
ギ
リ
ス
に
行
く

こ
と
が
決
ま
っ
た
時
、
私
の
海
馬
か
ら
こ
の

四
半
世
紀
前
の
光
景
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　ロ
ン
ド
ン
か
ら
電
車

で
二
時
間
ほ
ど
の
英
国

中
部
の
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ

ム
市
は
、
人
口
の
十

五
％
が
非
白
人
の
多

民
族
都
市
で
、
二
十
代

の
若
者
が
多
い
こ
と
が

特
色
で
あ
る
。
そ
れ
は
市
の
教
育
政
策
に
も

表
れ
て
お
り
、
国
立
大
学
の
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム

大
学
も
歴
史
的
に
地
域
の
生
涯
学
習
や
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
に
貢
献
を
し
て
き
た
。
私
が
通
っ

て
い
た
街
中
に
あ
る
大
学
附
置
の
成
人
教
育

セ
ン
タ
ー
や
、University of the 3rd Age

の
支
部
が
置
か
れ
て
い
た
国
際
地
域
セ
ン

タ
ー
も
大
学
の
指
導
を
え
て
い
て
、
研
究
に

は
都
合
が
よ
く
、

ま
た
幸
運
な
出

会
い
も
あ
り
約

四
ヵ
月
の
滞
在

生
活
は
楽
し
く

充
実
し
て
い
た
。

学
内
の
皆
様
に

感
謝
致
し
ま
す
。

「
だ二

年
度
の
白
百
合
祭
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
お
陰
さ
ま
で
盛
況
の
う
ち
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
企
画
と

し
て
、
お
化
け
屋
敷
と
白
百
合
の
お
姫
様

を
決
め
る
「
ナ
イ
ス
カ
ッ
プ
ル
シ
ョ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
ふ
た
つ
の
イ
ベ

ン
ト
は
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
の
で
、
皆

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
、
実
行
委
員
会
で
何
度
も
話
し
合

い
ま
し
た
。
う
ま
く
い
く
か
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
当
日
は
多
く
の
方
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
今
ま
で
と
ひ
と
味
違
う
白
百
合
祭

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
実
行
委
員
一
同
と
て
も
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　開
催
に
あ
た
り
、
教
職
員
、
同
窓
会
の

今

皆
様
を
は
じ
め
、ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々

に
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 充実してます！
茶道部　太田　絹子

　皆さんこんにちは！茶道部は週三回活動しており、その内月二回は
茶道の先生に来ていただいて練習しています。各々の空き時間を利
用しているので、無理なく活動すること
ができます。また、大学内での練
習以外にも、他大学のお茶会や仙
台七夕茶会、仙台光のページェン
ト茶会等に参加し、多くの方 と々交
流を深めています。普段の練習だけ
では経験できないことも多く学べるの
で、とても楽しく、充実しています。

 出逢い…感動…挑戦
　　そして私は前へ進む

SPC白百合クラブ　小関　比呂
　私たちSPC白百合クラブは、21年から始まったフィリピンボラン
ティア・スタディツアーに参加し、フィリピンの貧困について現地で
２週間ボランティアをしてきました。
　フィリピンマニラにある白百合学園と同じシャルトル聖パウロ修道
女会を母体とするSPUM（セントポール大学マニラ校）の学生達と
共に、貧しい地区の人々の交流や山岳民族アエタ族の村、マニラ
から車で４時間ほど離れた村を訪問、スモーキーマウンテンを見学し、
短い期間の中、子供達と沢山の交流、ボランティアをしてきました。
現地の子ども達の生活は、日本人の豊かな生活をしている私たち
にとってかなり衝撃を受けました。日本国内においてもボランティア
活動をしなければならない場面が多くあることは承知していますが、
今の日本の水準の貧困とフィリピンの貧困の状況は言葉にできない
ほどの違いがあります。そして私達は日本に帰ってきて何か私たち
にできることはないだろうかと考えサークルを立ち上げました。
　今活動している内容は、授業で使ったコピー用紙の裏側を再利
用し子供達が使う“リサイクルノート”を作り、学生達が使用しなく
なったペンや鉛筆を集め、フィリピンへ送る活動をしています。今
年から活動の経験を生かし私が部長になりました。
　たくさんの人にもフィリピンについて知ってほしい、私たちの力で
もっとなにかできるのではないかと考え街頭募金を考えましたが、
本学では今まで校外活動、街頭募金の前例がないので泉区の青
年会議所の方に問い合わせたところ、色 と々お知恵を貸して下さい
ました。一緒にまずは私達の大学の所在地である泉区民の方たち
にフィリピンの現状を知ってもらおうと泉区青年会議所の方にご協
力いただき、一緒に街頭募金を
させていただきました。今回集まっ
たお金は８万円でした。
　９月下旬から10月にかけて発
生した台風の災害によって被災
地で今も暮らしている方々のた
めにお金を寄付しました。
　どんな小さなことも諦めたらそ
こで終わり、ひとりの力は小さ
いけれど続けていくことに意味
があると思います。

 環境活動を通して
ルネックス（環境サークル）　半田　和香菜

　RNECSは環境に興味のある仙台市内の学生が集まったインカレ
サークルです。主に東北大学の学生達と共に、市内のイベントで
ゴミ分別のお手伝いをする「リサイクルステーション」や、合宿をし
ながら環境について考える「ギャザリング」等に参加しています。
環境活動を通して県内外の様々な人とのつながりを作ることができ
るので、活動に参加するたびに多くの刺激を受けています。
　また、今年度の白百合祭ではわたあめ販売と同時に、使用したわり
ばしの回収も行いました。使用済みのわりばしであってもリサイクルすれ
ば新しい紙に生まれ変わる立派な資源。沢山のお客さんが回収に協
力してくれたことを非常に嬉しく思っています。
　 　 「環境活動」というとなんだか

難しいイメージがありますが、
RNECSの活動は新しい出会
いや発見が沢山あり、とても
楽しめます。そのような活動
で得たものを、自分自身の
成長にも活かしていけたら、
と考えています。

 Ｇアナ活動紹介☆
Gアナサークル　新宮　美沙紀

　私たちＧアナサークルでは、お昼の校内放送や白百合のラジオ
ＣМ、白百合祭での校内アナウンスなどを行っています。
　校内放送では、自分たちで企画・運営・実行を行い、よりよい
ものを皆さんに配信できるよ
う、日々努力しています。
　ラジオＣМでは、本学の
オープンキャンパスのことを中
心に紹介し、ラジオを聴いて
いる方に最新の情報を配信し
ております。
　応援をよろしくお願いします！！

 充実したボランティア活動
SDAクラブ　高橋　美帆

　私たちは様々な行事にボランティアとして参加しています。学内
では古切手を集め、白百合祭ではフリーマーケットの売り上げを寄
付しています。今年印象に残っているのは10月に開催された「ぐ
ろーかるフェア」に参加したことです。これはフェアトレードについ

て学ぶイベントで、身近にある物の生
産地や流通過程を考えました。私た
ちは活動紹介やフェアトレードの洋服
モデルとして参加し、フェアトレードに
ついて考えるよい機会となりました。
　今後も地道な活動を続け、何かのお
役に立ちたいと考えています。

 トーンチャイムの輪
リスブラン・トーンチャイム・ハーモニー　支倉　祐香

　皆さんは、トーンチャイムという楽器はご存知ですか。ハンドベル
に似た音色で叩いて鳴らす楽器です。日本で発明されたもので、

軽くて使いやすいので、多くの方に愛されています。私
達のサークルは結成して二年です。

最近では、学内のミニコン
サートを始め、中学校や老
人ホームでの演奏や光の
ページェントにも参加してい
ます。これからも練習に励み、
演奏を通してトーンチャイム
という楽器を知ってもらうた
めに活動の場を広げ頑張っ
ていきたいと思います。

「高齢者人権福祉の実践探求グループ」メンバー

・京都ノートルダム女子大学 三好 明夫
・聖カタリナ大学 山本 克司
・仙台白百合女子大学 吉田 輝美
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前期の公開講座報告

公 開 講 座

　10月23・24日に開催されました大学祭に、ホームカ
ミングディとして同窓会も参加させていただきました。
昨年と同様に活躍されている卒業生の紹介と、地元で採
れた新鮮野菜の販売（収益金はチャリティーへ）など、
大勢の皆様に御協力をいただきました。
　今年度はその他に昨年退職されました、健康栄養学科
の高橋伸子先生に『学生からの贈りもの―四十年のお
もいで』というタイトルでご講演いただきました。また、
還暦を迎えられた短大四回生の方々が元寺小路教会で祝
福のお祝いをしていただき、母校に戻って高橋伸子先生
の講演を聞かれその後、茶話会を開きました。参加され
ました皆様方は、若かりし頃に戻って、昔話などに花が
咲き、和やかな時間を過ごされていたようでした。
　今後も同窓会の皆様方に喜んでいただける様、役員・
事務局一同、力を合わせて取り組んで参りたいと思って
おります。

　11月は、カトリック教会において、死者の月とされ
ています。そこで、本学でも11月10日昼休み12：00
～50に、記念館メディテーション・ルームにおいて
追悼の祈りの会を執り行いました。亡くなられた本学
の教職員、学生の方々及びそのご家族、友人の方々の
ためにお名前を読み上げ、共に祈りをささげました。
見える世界に現在生きる私たちも、かつて生きた人々
も、聖書的な意味での神の記憶のうちに共に「今」生
きています。それは、新約聖書の中では、「神の国」
での共食・祝宴といわれ、キリスト教会の古い伝統の
中では「諸聖人の通功」といわれます。かつてこの世
に生きた人々、現在生きる人々、未来生きるであろう
人々が、ひとつの
共 同 体として、よ
りよい世界を築く
ために連帯して歩
んでいくことがで
きますように。

　11月中旬に、紫山の幼稚園から高校までの教職員が
一同に会しての一貫教育研修会が、「ブランドとして
みる白百合」をテーマに本学園を会場に行われました。
　まず、中高の土倉教頭先生からテーマについての講
演。ブランドの意義、ブランドと建学の精神、白百合
のブランド・アイデンティティ、ブランドのシンボル
としての校章、そして白百合のブランドを生かす方策
などについて、白百合の一員として再認識することの
必要性について熱のこもった講話がありました。これ
を受けて、今後の取り組みなどについて、各グループ
で熱心な話し合いが持たれました。その後、ボランティ
ア活動の一環として、紫山町内の一斉清掃活動。地域
と共に歩む白百合のイメージも必要なのかもしれませ
ん。学校に戻ると、事務所の方々が枯れ葉で焼いてく

れた焼き芋の歓迎。熱々
の芋をほおばりながら、
たなびく煙に白百合のブ
ランドイメージを高める
狼煙になればとの願いを
こめて散会となりました。

同窓会報告追悼の祈り
同窓会会長　渡辺　博子

お
知
ら
せ

News

第３回  白百合フォトコンテスト
～入賞作品紹介～

ー下記の皆様よりご協賛頂きました。ありがとうございました。ー
株式会社東北日経広告社／株式会社廣済堂／株式会社ディスコ

仙台白百合女子大学・短期大学同窓会（敬称略）

紫山だより

紫山リエゾンオフィス　山田　定道

宗教委員長　原田　雅樹

一貫教育研修会
～ブランドとしてみる白百合～

東北日経広告社賞
樋口詩織

「また明日～good bye～」

第3位
金須幸恵

「４年間がんばるぞ」

同窓会賞
佐藤由梨花

「まじめに授業中」

廣済堂賞
加藤静香

「Beautiful Girl 」

ディスコ賞
小野悦穂

思い出作ろう!!「チームなでしこJAPAN」

第3回最優秀賞
鎌田まどか
「夕暮れ」

優秀賞
小笠原志乃

「放課後の学校」

同窓会賞
鎌田まどか

「夜の学校」

同窓会賞
佐藤由梨花

「幸せな時間」

　2010年度前期の公開講座と「カトリシズムと現代」の2回の講座は、
「平和」をテーマに開催しました。参加者は延べ200名を超え、下は高校生、
上は80歳代まで幅広い年代の方々が参加し、熱心に耳を傾けました。
　第１回目は７月３日、カトリック新潟司教区の菊地功司教を講師に迎
え、「アフリカ宣教師として学んだこと―現代アフリカの諸問題とカ
トリック教会」というタイトルでご講演いただきました。司教様ご自身
の西アフリカ・ガーナでの体験やアフリカの民族紛争の問題など、地図
や写真を交えてわかりやすく解説されました。
　つづいて７月９日に、「ルワンダフルコンサート2010」とパネルディ
スカッションを行いました。プログラム前半ではルワンダ民族音楽・舞
踊コンサートが催され、ジャン・ポール・サンプトゥさん率いるインゲリ・
ダンスチームによる迫力溢れるコンサートに会場は圧倒されました。後
半はサンプトゥさん、NPO法人「ルワンダの教育を考える会」会長カ
ンベンガ・マリールイズさん、本学から岩田靖夫名誉教授、矢口洋生教授、
原田雅樹准教授がパネリストとなり、パネルディスカッションが行われ
ました。ルワンダの大虐殺で両親と兄弟を幼なじみに殺される悲劇を
体験したサンプトゥさんが自らの辛い過去を語りました。彼がその苦悩
から麻薬や酒に溺れる日々を経て、やがて「赦す」ことで立ち直り、ミュー

ジシャンとして新たな人生を歩み始めたお話は深く皆の心を打ちまし
た。地球上のあらゆるところで暴力の連鎖が続く今、ルワンダ民族の問
題だけでなく世界の平和について改めて考えさせられた貴重な機会と
なりました。会場にはアフリカ滞在経験のある参加者もいて、活発な質
疑応答が交わされました。
　「カトリシズムと現代」の最後は７月17日、本学の矢口洋生教授によ
る「平和な世界を創りだすために」という演題で講演が行われました。
矢口先生は、聖書のなかで民族の問題を扱っている箇所に触れ、民族
と福音のかかわりについて解説され、さらに真にキリストの共同体とな
るための教会の役割についても詳しくお話されました。平和学の専門
家ならではの切り口で、参加者は熱心に聞き入っていました。
　「平和」は人類共通の願いですが、現実に「平和」を改めて深く考え
る機会は残念ながらあまりありません。今回、体験者ならではの言葉の
力、会場が一瞬にしてアフリカ色に染まる音楽や舞踊の力を感じた参
加者は多く、この公開講座開催の意義は大きかったと思われます。
　今後も大学主催ならではの特色ある講座を企画し、多くの方が参加
できる機会を設けていきたいと考えております。

■仙台白百合女子大学
　　オンキャンパス社会人講座
テーマ　「いま哲学とはなにか」（全５回）
講　師　岩田　靖夫　氏（仙台白百合女子大学名誉教授）
日　時　2011年２月12日・２月19日・２月26日・３月５日・３月12日
 毎週土曜日
会　場　仙台白百合女子大学
定　員　100名
受講料　3,000円（テキスト代込み）
 テキスト：岩田 靖夫「いま哲学とはなにか」岩波新書
申し込み締め切り　2011年２月４日（金）

■仙台白百合女子大学
　　クリスマスミサ＆コンサート
日　時　2010年12月16日（木）　10：00 ～ 14：00
会　場　本学講堂
当日のプログラム
　　10：00 ～ 11：30 クリスマスミサ
　　  昼休み
　　13：00 ～ 14：00 クリスマスコンサート
  第１部　ピアノコンサート（四家昌博先生）
  第２部　合唱（女声合唱団るるるん♪ハーモニー）
　　14：00 ～ 15：00 学生会クリスマス会

　学生会クリスマス会以外はどなたでもご参加いただくことができます。
下記要領にてお申し込みください。
申し込み方法　氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号をご記入の

上はがき、TEL、FAXまたはE-mailでお申し込みください。
お申し込み・お問い合わせ先　仙台白百合女子大学　大学広報室
　〒981-3107　仙台市泉区本田町６－１
　大学広報室直通：TEL：022-374-4475　FAX：022-374-5082
　E-mail:koho@sendai-shirayuri.ac.jp

広報室次長　佐々木　孝二

■宮城県福祉・介護人材確保対策事業
【本学講義室　全4回】

10 月02日（土） キャリアアップ支援研修①「地域生活支援—諸外国より学ぶ—」（イタリア）

11月02日（火） キャリアアップ支援研修②「地域生活支援—諸外国より学ぶ—」（アメリカ）

12 月18日（土） キャリアアップ支援研修③「地域生活支援—諸外国より学ぶ—」（カナダ）

01月22日（土） キャリアアップ支援研修④「地域生活支援—諸外国より学ぶ—」（イギリス）

【本学講義室・調理実習室】

12 月12日（日）「介護教室」

■学都仙台サテライトキャンパス講座【学都仙台サテライトキャンパス全5回】
06月05日（土） 中熊　靖 教授 福祉事業の経営環境の変化と経営管理者の役割①

06 月12日（土） 中熊　靖 教授 福祉事業の経営環境の変化と経営管理者の役割②

06月26日（土） 中熊　靖 教授 福祉事業の経営環境の変化と経営管理者の役割③

06月26日（土） 中熊　靖 教授 福祉事業の経営環境の変化と経営管理者の役割④

07月03日（土） 中熊　靖 教授 福祉事業の経営環境の変化と経営管理者の役割⑤

■オンキャンパス社会人講座　
【本学講義室　全6回】

10 月07日（木） 原田雅樹 准教授 戦争の記憶・戦争の記録①「苦難の記憶を未来に向けて」

10 月14日（木） 原田雅樹 准教授 戦争の記憶・戦争の記録②「苦難の記憶を未来に向けて」

10 月21日（木） 原田雅樹 准教授 戦争の記憶・戦争の記録③「苦難の記憶を未来に向けて」

10 月28日（木） 大迫章史 講師 戦争の記憶・戦争の記録④「仙台白百合学園の記憶と記録」

11月04日（木） 大迫章史 講師 戦争の記憶・戦争の記録⑤「仙台白百合学園の記憶と記録」

11月11日（木） 大迫章史 講師 戦争の記憶・戦争の記録⑥「仙台白百合学園の記憶と記録」

【本学講義室　全5回】

10 月16日（土） 中熊　靖 教授 福祉事業における現代に適合した人事システムの研究①

10 月30日（土） 中熊　靖 教授 福祉事業における現代に適合した人事システムの研究②

11月06日（土） 中熊　靖 教授 福祉事業における現代に適合した人事システムの研究③

11月13日（土） 中熊　靖 教授 福祉事業における現代に適合した人事システムの研究④

11月20日（土） 中熊　靖 教授 福祉事業における現代に適合した人事システムの研究⑤

■第23回公開講座【本学講堂】

07月09日（金） ジャン・ポール サンプトゥ主演
（NPO法人ルワンダの教育を考える会）

ルワンダフルコンサート 2010
（＋講演・パネルディスカッション）

■カトリシズムと現代【本学講義室】

07月03日（土） 菊地　功 司教 ①アフリカ宣教師として学んだこと
　—現代アフリカの諸問題とカトリック教会—

07 月17日（土） 矢口洋生 教授 ②平和な世界を創りだすために
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　現
在
、
本
学
に
お
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
大
学
改
革
の
方
向
に
つ
い
て
、

私
は
「
外
に
向
か
う
」
姿
勢
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ま
行

わ
れ
て
い
る
議
論
は
、
大
学
全
入
時

代
を
迎
え
、
日
々
変
化
し
て
い
る
社

会
の
要
請
に
応
え
る
た
め
学
科
を
再

編
し
て
、
生
徒
・
保
護
者
や
高
校
教

員
か
ら
見
て
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
形

に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
と

い
う
内
部
変
革
に
重
き
が
置
か
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　「外
に
向
か
う
」
と
い
う
視
点
か

ら
二
つ
触
れ
て
み
ま
す
。
第
一
は
、

日
本
が
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て

い
る
中
で
本
学
が
存
続
発
展
す
る

道
は
、
社
会
に
対
し
て
本
学
の
機

能
を
積
極
的
に
発
信
し
、
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
私
が
縁
あ
っ

て
本
学
に
奉
職
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
約
八
年
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
の
間
、
大
学
の
公
開
講
座
を
は

じ
め
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
多

く
の
人
と
接
し
て
き
ま
し
た
し
、

宮
城
県
や
仙
台
市
の
公
的
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
も
務
め
て
き
ま
し
た
。

関
西
か
ら
突
然
や
っ
て
き
た
私
に
、

大
学
の
名
に
お
い
て
よ
く
こ
こ
ま

で
社
会
貢
献
の
機
会
が
与
え
ら
れ

た
も
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　本
学
の
各
学
科
は
、
時
代
が
必

要
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
有

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
磨
き
、

積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
、
大

学
の
存
在
意
義
を
社
会
に
認
め
て

も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　第
二
は
、
学
問
の
世
界
だ
け
で

な
く
、
学
生
が
卒
業
後
に
接
す
る

で
あ
ろ
う
実
業
界
と
の
接
点
を

も
っ
と
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
世
の
中
の
動
き
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
い
ま
社
会
が
必
要
と
す
る

教
育
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、
ま
た
、
そ
こ
で
得
た
人
脈

に
よ
っ
て
就
職
先
の
開
拓
に
つ
な

ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　二
〇
〇
七
年
に
、
イ
タ
リ
ア
・
フ

ラ
ン
ス
研
修
旅
行
に
四
十
五
名
の
学

生
を
率
い
て
浅
野
浩
子
先
生
と
共
に

参
加
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
最
も
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
本

学
の
原
点
と
も
い
え
る
シ
ャ
ル
ト
ル

大
聖
堂
と
修
道
院
を
訪
問
し
た
こ
と

で
す
。
そ
こ
か
ら
若
い
修
道
女
た
ち

が
は
る
ば
る
日
本
を
訪
れ
て
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
教
え
と
慈
善
と
教
育
を
伝

え
て
く
れ
た
こ
と
が
本
学
の
今
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
感
慨
を
覚
え

ま
し
た
。

　も
と
も
と
仙
台
白
百
合
女
子
大
学

は
、
外
に
出
て
社
会
貢
献
す
る
と
い

う
D
N
A
を
持
っ
て
生
れ
て
い
ま
す
。

本
学
の
改
革
に
お
い
て
は
、
そ
の

D
N
A
を
活
か
す
方
向
で
進
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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Thanks!
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■かつての学園紛争を映す放送を観ていたら「誇れる大学を」というプラカードが見え、ふ

と考えた。何が大学の誇りとなるのだろうか。■真理の探求の場であるべきことは、基本の

基本であり論をまたず明らかだが、誇るべきものが大学間で差異があるのは当然で、無いも

のねだりは論外。むしろその大学にしかあり得ないもので、過去と未来そして現在の学生た

ちが共有できるもの、それこそが誇りとなろう。■では本学にしかないものは何か。教育と

保護を必要とする弱い立場の人々への援助、またその精神を継ぐ後継者（修道者と限らない

が）の育成に献身してきた設立母体の精神、またそれらが生み出すキャンパスの雰囲気では

ないだろうか。■この原稿を書いているのは大学祭が終わった直後。学外から訪れた人々は、

はたしてこのキャンパスに本学の誇りを感じとってくれただろうか。　　　　　（宮崎 正美）

●ご協力ありがとうございました●

仙台白百合学園
〒981-3205　仙台市泉区紫山1丁目2番1号

TEL：022-777-5777

仙台白百合女子大学・短期大学同窓会
〒981-3107　仙台市泉区本田町6番1号

TEL：022-372-3595

みやぎインターカレッジコープ
仙台白百合女子大店

TEL：022-771-2391

社会福祉法人 仙台白百合会
〒981-3107　仙台市泉区本田町20番15号

TEL：022-218-3008
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●詳細については募集要項にて確認してください。

問い合わせ先　仙台白百合女子大学　入試広報課
〒981-3107　宮城県仙台市泉区本田町6番1号　TEL 022-374-5014（直通）　　FAX 022-374-5019
URL http://sendai-shirayuri.ac.jp　　E-mail nyushi@sendai-shirayuri.ac.jp

人間学部
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一般入学試験概要

試験日出願期間区　分 合格発表日 会　場

1月6日（木）～1月21日（金）
当日消印有効

2月16日（水）～2月24日（木）
当日消印有効

2月5日（土）

3月3日（木）

2月14日（月）
本学

盛岡（ホテル東日本）

本学3月9日（水）

一般入試
A日程

一般入試
B日程

大
学
広
報
室
長

　
　
　
　

遊
佐 

重
樹

　二
〇
一
〇
年
四
月
よ
り
大
学
広
報
室
室
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　大
学
は
今
や
積
極
的
に
発
信
す
る
時
代
を
迎
え
て
お
り
、「
タ
イ
ム
リ
ー
で
効
果

的
な
広
報
」
を
念
頭
に
、
新
し
い
広
報
室
を
目
指
し
て
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　新
年
度
は
、
ま
ず
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
を
皮
切
り
に
、
リ
ス
ブ
ラ
ン
発
行
、

本
学
紹
介
D
V
D
制
作
、
公
開
講
座
、
オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
講
座
と
従
来
の
企
画
に

新
し
さ
を
盛
り
込
み
つ
つ
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
J
R
仙
台
駅
や
地
下

鉄
泉
中
央
駅
の
看
板
な
ど
、
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
広
告
を
一
新
し
ま
し
た
。

　一
方
、
新
広
報
室
と
し
て
、
大
学
と
高
校
の
連
携
に
も
力
を
入
れ
、
特
に
姉
妹

校
と
の
連
携
強
化
を
め
ざ
し
、互
い
の
行
事
に
参
加
し
た
り
、高
校
生
を
対
象
に「
介

護
体
験
教
室
」
を
実
施
す
る
な
ど
具
体
的
な
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　そ
の
他
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
広
報
活
動
と
し
て
は
、
仙
台
シ
テ
ィ
F
M
で
大
学
の

C
M
、
宮
城
テ
レ
ビ
「
ズ
ー
ム
イ
ン
!!
S
U
P
E
R
」
で
は
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
や

学
科
紹
介
が
放
送
さ
れ
、
そ
の
効
果
・
反
響
は
予
想
を
上
回
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
後
も
広
報
室
と
し
て
学
内
イ
ベ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
行
事
に
も
参
加

す
る
な
ど
多
様
な
企
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
単
に
宣
伝
・
広
報
に
と
ど
ま
ら
ず
、

大
学
を
代
表
し
て
広
く
発
信
し
て
い
く
気
概
を
も
っ
て
臨
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ


